
主な記事 

・リハビリスタッフ活躍中です。 
・地域包括ケア病棟を開設します 
・行事食（ひなまつり） 
・４月外来担当医表 
・中学生職場体験 
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当院リハビリ部門は平成26年より活動をスタート。救急病院のリハビリ部門として内科、外科、
整形外科、泌尿器科、透析センターからの入院患者様に対してリハビリを実施しています。 
 
対象となる疾患は骨関節疾患などの整形外科疾患、脳梗塞や脳出血後の脳血管疾患、その他には
脊髄損傷、心疾患、呼吸器疾患、廃用症候群など様々です。 
 
また、各診療科にて専門性の高い医師による医療を行っていますので、その治療効果を高め、 
より早くより良い状態で在宅・社会復帰することを目的にリハビリを実施しています。 
スタッフは理学療法士4名、作業療法士1名、言語聴覚士1名と少人数ですが、各科スタッフと 
連携してより良いチーム医療を目指しています。 

まだまだ歴史は浅いですが、これまでにも患者様から感謝の 
言葉をいくつかいただきましたので、一部をご紹介致します。 
 
80代 男性「ありがたく感じた、だんだん良くなった、 
      リハビリの先生たちの活躍を祈っています」 
80代 女性「病院に入院したことがなかったので、 
      金町中央病院に来てナースやリハビリの先生の 
      行き届いた看護に感謝しています」 
80代 女性「リハビリの大切さがよく分かりました。最初全然 
      歩くこともままならなかったし、杖の使い方も出  
      来なかったのが、うまく使えるようになりました。 
      つま先立ちも覚えました。身体の使い方にも少し   
      自信がつきました。ありがとうございます」 
 
これからも全ての患者様に喜んでいただける様、スタッフ一同
努力していく所存です。 
今後も当院リハビリ部門をよろしくお願い致します。 



地域包括ケア病棟を開設します 

厚生労働省においては、２０２５年（平成３７年）を目途に、高齢者の尊厳の保持と自立生活
の支援の目的のもとで、可能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで続
けることができるよう、地域の包括的な支援・サービス提供体制（地域包括ケアシステム）の
構築を推進しています。 
 

当院ではその一端を担うべく、地域包括ケア病棟を4月1日より2室9床開設致します。 
リハビリを実施し患者様やご家族にとってよりよい形での在宅復帰、施設等の退院支援を 
チームで推進していきます。 
 
 
地域包括ケアシステムを簡単に図解しますと、下記のようなイメージとなります。 

自宅 
サービス付き高齢者住宅等 
 

高齢者総合相談センター 
ケアマネージャー 

訪問看護など在宅系サービス 
老健等の施設、居住系サービス 

老人クラブ 自治会 
ボランティアなど 

看護・介護 

急性期病棟 
地域包括ケア病棟・リハビリ 

病気になったら医療 

生活支援 
介護予防 

通院・入院 
通所・入所 



    

イベント食 

 

ひな祭りの日に実施した、イベント食をご紹介します！ 

献立 
・ちらし寿司 
・季節の天ぷら 
・ほうれん草のお浸し 
・すまし汁 
・ひしもち風ゼリー 

・桜でんぶ入りごはん 
・魚のかぶら蒸し（ソフト食） 
・ほうれん草のお浸し（ソフト食） 
・炊き合わせ（ソフト食） 
・ひしもち風ゼリー 

左の写真は献立の中のひしもち風ゼリーです。 
 
イチゴゼリー・牛乳寒天・青りんごゼリーの3段
からなる見た目もあざやかな美味しいデザート
です。 

これからも季節が感じられる献立を提供できるよう、
栄養科一同がんばります！ 



４月の外来担当医表（ 下線は常勤医師）赤字は女性医師です 
月 火 水 木 金 土 

内科 

A
M 

関川 
草間 

福田 
佐藤(太) 
田尻 

横山 
宮塚(糖尿病) 

青山 

関川 
渡邉(糖尿病) 

草間 

横山 
梅本 
佐藤 

小山 
石川 

P
M 伊藤 関川 

佐藤(太) 
南 

宮塚(糖尿病) 

梅澤 
渡邉(糖尿病) 

河田(腎臓･透析) 
星野 

高嶋(1週) 
押川(2週) 
星野(3･4･5) 

外科 

A
M 野田  吉永 吉永 野田 村田 野田 

P
M 山下 田中 下山 吉永(1･3･5)  

尾高(2・4週) 

整形外科 
リウマチ

科 

A
M 齋藤 角田 非常勤医 齋藤 角田 非常勤医 

P
M 齋藤 角田 非常勤医 齋藤 角田 非常勤医 

婦人科 

A
M 石毛 木村 

P
M 木村 

泌尿器科 

A
M 熊野 熊野 熊野 鈴木(1･3･5） 

P
M 

山田(1･4･5) 
清田(2･3) 

清田(1・3･5週) 
山田(2･4週) 坂東 鈴木(1･3･5) 

脳外科 A
M 

島(1･3) 
佐々木(2･4) 

※診療時間については各科によって異なります。※当日の変更もございます。事前にお問い合わせください。 

1/19～21日の3日間 常盤中学2学年の女子生徒3名が職場体験に来ました。 
内科混合病棟で担当の看護師とケアの見学やシーツ交換、車いす、ストレッチャーなどの 
乗車体験も行いました。 
終了後のアンケートでは、「傷（褥瘡）の消毒が一番印象に残った」 
「オムツ交換、シーツ交換と休む間もなく動き続けて 
大変な仕事だと感じた」などの意見がありました。 

看護部長 松本  

「もっと楽しそうだと思ったが難しい事
が多かった」という意見もあり、 
急性期病院での中学生の職場体験 
受け入れの難しさも感じた3日間でした。 

https://mail.google.com/mail/?ui=2&ik=55077d5498&view=att&th=129809d519d7eab4&attid=0.1&disp=inline&realattid=f_gazullvr0&zw
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